太秦中学校３年生のみなさんへ
京都市立太秦中学校

校長　日下部　和宏

平成２７年度　「全国学力・学習状況調査」の結果について
　４月２１日（火）に行われました「全国学力・学習状況調査」の結果についてみなさんにお知らせします。

まずは，国語です。今回の調査では，概ね良好な結果でした。中でも全国平均と比較して大きくポイントが上回った設問は，『意見文を支える根拠の明確さについて助言する設問』，『複数の資料から適切な情報を得て，自分の考えを具体的に関する設問』でした。他にも，多くの設問で全国平均を上回ることができました。学習の積み上げの成果だと考えられます。一方課題が見られた設問は，『「口火を切った」「たなびく」の意味』でした。語句の意味を答える設問が６問ありましたが，正答率にばらつきがあり，バランスよく語彙力をつける必要があります。そのためには，文章を読んだり書いたりしながら，語彙の力をつけていきましょう。

　次に，数学です。今回の調査では，概ね良好な結果でした。全国平均と比較して『数と式』，『図形』，

『資料の活用』の領域については，ポイントを上回っていましたが，『関数』の領域については，ほんのわずかではありますが下回っていました。関数のうち，反比例の問題が出来ていませんでした。比例は一次関数の１つであるので二年生でも復習できましたが，反比例については復習がたりなかったと考えられます。また問題形式としては，選択式より記述式のほうが全国平均をはるかに上回り，常日頃からレポートを書いていることが，ここにきて結果として現れたといえます。今後もこの結果をふまえて，数学的な物の見方や考え方に興味関心を持ち，数学の学習に取り組んでいきましょう。
　最後に，理科です。今回の調査では，概ね良好な結果でした。中でも全国平均を大きく上回っているのは，『生物的領域』，『地学的領域』でした。特に，①「電磁石の周囲の磁界を説明する」②「キウイによるゼリーの崩れ方の違いからの疑問から適切な課題を記述する。」がよくできていました。課題を感じたのは，『観察・実験の技能』，『化学領域』でした。特に，①「塩化ナトリウムの化学式を選ぶ」②「水上置換法では二酸化炭素の堆積を正確に量れない理由」③「炭酸水素ナトリウムの対照実験を計画する」など，実験に関わる出題での間違いが比較的多くみられました。実験の方法やその理由について，正確に理解しながら実験を行うことが大切です。今後も，意欲的に取り組みましょう。
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　その他，基本的生活習慣・規範意識及び自尊感情についてのアンケートがありました。どちらにつきましても，全国平均とほぼ同じ結果でした。基本的生活習慣においては，『家で授業の復習をする』，『休日に１時間以上勉強する』という項目において，全国平均を少し下回っていました。また，規範意識及び自尊感情においては，『自分にはよいところがある』，『学校に行くのが楽しい』という項目において，全国平均を上回っていました。中学３年生として，すばらしいことです。中学校生活も残すところあと半年となりました。進路決定を控え，不安や期待もあるでしょう。家庭での学習時間を増やすことでさらに授業が分かりやすくなり，学校生活ももっと充実してくるのではないでしょうか？これらのみなさんに，さらに期待します！
